
Ｄ
Ｘ
で
「
ハ
ズ
レ
な
い
営
業
」

深
江
特
殊
鋼
、
一
括
提
案
サ
イ
ト
構
築

鋼
材
加
工
販
売
の
深
江
特

殊
鋼
（
睦
島
県
福
山
市
）
は
、

効
率
的
に
顧
客
開
拓
を
進
め

る
た
め
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ズ

フ
オ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）

を
推
進
す
る
。
鋼
材
や
加
工

品
、
機
械
部
品
の
検
索
・
調

達
を
一
括
し
て
で
き
る
ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
、
取

引
北
に
な
り
そ
う
な
ア
ク
セ

ス
者
を
抽
出
、
営
業
に
フ
ル

活
用
す
る
。
独
自
の
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
「
ハ

ズ
レ
の
な
い
営
業
」
を
進
め
、

売
上
高
２
割
増
を
め
ざ
す
。

大
都
市
は
今
後
、
人
口
減

少
や
急
速
な
高
齢
化
、
イ
ン

フ
ラ
琶
朽
化
に
加
え
、
頻
発

す
る
肖
然
災
害
や
感
染
症
対

策
で
も
地
方
以
上
の
「
課
題

先
進
地
」
と
な
る
。
政
令
指

定
都
市
や
特
別
区
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
の
大
都
市
制
度
で

対
応
は
可
能
な
の
か
。
ｎ
月

１
日
に
迫
る
大
阪
都
構
想
の

住
民
投
票
は
単
に
大
阪
ロ
ー

カ
ル
の
問
題
で
は
な
く
、
全

国
の
大
都
市
制
度
の
あ
り
方

に
も
一
石
を
投
じ
て
い
る
。

全
国
釦
の
政
令
指
定
都
市

で
織
成
す
る
指
定
都
市
市
長

会
は
、
都
構
想
の
住
民
投
票

直
後
の
ｎ
月
初
旬
、
「
特
別

自
治
市
」
制
度
の
法
制
化
な

ど
を
求
め
る
臨
時
提
言
を
州

す
準
備
を
進
め
て
い
る
。

大
阪
以
外
に
波
紋

同
市
長
会
が
２
０
１
０
年

蝦
一
必
諜
鵲
鐵
蓋
識
蜜
。

蔀
主
調
口
》
》
《
岬
》
伽
一
一
些
峠
口
罰
棉
諦
密
誕
》
筐
雪
罪
華
琴

物
」
と
さ
れ
、
広
域
行
政
を

つ
か
さ
ど
る
道
府
県
と
権
限

に
提
案
し
た
特
別
自
治
市
は
な
い
。
「
特
別
区
制
度
と
と
移
謹
を
求
め
る
政
令
市
の
間

道
府
県
と
ま
た
が
る
業
務
や
も
に
特
別
自
治
市
制
度
を
つ
で
論
争
が
続
い
て
き
た
。
⑬

旅
券
発
給
事
務
、
警
察
な
ど
く
る
の
が
均
衡
の
と
れ
た
地
年
の
第
卯
次
地
方
制
度
調
査

の
権
限
や
財
源
を
政
令
市
に
方
自
治
制
度
」
（
久
元
喜
造
会
答
申
は
特
別
自
治
市
の
意

移
し
、
道
府
県
か
ら
独
立
す
。
神
戸
市
長
）
と
い
う
よ
う
 
義
は
認
め
な
が
ら
も
早
期
の

る
制
度
。
道
附
県
と
政
令
市
に
、
ま
ず
選
択
肢
を
確
保
す
法
制
化
は
見
送
っ
た
。

の
二
重
行
政
解
油
と
い
う
目
 
る
の
が
狙
い
。
都
構
想
で
大
Ｍ
年
の
地
方
自
治
法
改
正

的
は
同
じ
で
も
、
都
継
想
が
都
市
制
度
に
注
目
が
集
ま
っ
は
政
令
市
の
行
政
区
の
権
限

大
阪
市
生
い
う
政
令
巾
を
解
た
の
を
機
に
「
よ
り
議
論
を
拡
充
に
向
け
た
「
総
合
区
」

体
し
て
４
特
別
区
に
再
編
す
活
発
に
し
た
い
」
と
、
林
文
制
度
や
、
道
府
県
と
政
令
市

る
の
と
は
正
反
対
の
動
き
 
子
・
険
浜
市
長
は
話
す
。
が
協
議
す
る
「
調
整
会
談
」

だ
。

１
９
５
６
年
に
創
設
さ
れ
の
新
設
を
盛
り
込
ん
だ
。
道

政
令
巾
が
た
だ
ち
に
特
別
た
振
定
都
市
制
度
は
当
初
か
府
県
と
政
令
市
が
個
別
に
椎

自
治
市
を
目
指
す
わ
け
で
は
 
ら
道
府
県
と
の
「
妥
協
の
産
限
移
議
や
解
決
策
を
探
る
の

磯
能
を
強
め
る
抗
体
。
共
同

猷
医
学
部
付
属
動
物
医
療
セ

ン
タ
ー
に
来
院
し
た
が
ん
の

犬
に
対
し
て
臨
床
試
験
を
実

施
し
た
結
果
、
腫
瘍
の
縮
小

や
生
存
期
間
の
延
長
が
認
め

ら
れ
た
。

こ
う
し
た
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

る
方
針
で
、
訓
年
如
月
に
一

部
を
、
翠
年
４
月
に
は
原
則

す
べ
て
廃
止
す
る
。

一
方
、
県
の
規
則
な
ど
に

感
づ
く
諜
面
申
請
の
行
政
手

続
き
は
、
申
請
件
数
が
５
０

０
件
を
超
す
手
続
き
な
ど
か

ら
順
次
オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
行

ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
は
、
人
の

が
ん
治
療
で
は
近
年
急
速
に

利
用
が
増
え
て
い
る
。
ペ
ッ

ト
の
が
ん
に
対
す
る
抗
体
医

薬
は
世
界
で
も
ま
だ
市
販
さ

れ
て
お
ら
ず
、
現
在
は
外
科

手
術
や
放
射
線
、
抗
が
ん
剤

な
ど
に
よ
る
冶
瀝
に
限
ら
れ

て
い
る
。

製
品
化
に
向
け
、
日
本
全

薬
工
業
が
今
後
、
農
林
水
産

省
の
動
物
医
薬
品
検
査
所
に

治
験
の
実
施
を
申
請
す
る
。

し
、
配
年
度
中
の
完
了
を
目

指
す
。

ま
た
、
村
岡
知
事
は
新
型

や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ズ
の
感
染
砿

一
大
に
備
え
、
医
師
や
看
護
師

ゞ
な
ど
で
榴
成
す
る
ク
ラ
ス
タ

ー
対
策
チ
ー
ム
を
設
践
す
る

と
述
べ
た
。

案
団
感
染
が
発
生
し
た
施

設
に
派
遣
し
て
現
場
で
の
対

応
を
指
導
す
る
。

一
安
心
観
光
・
飲
食

エ
リ
ア
５
カ
所
に

鳥
取
県
が
拡
大

鳥
取
県
の
平
井
伸
治
知
事

は
訂
日
の
記
者
会
見
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

予
防
を
徹
底
す
る
観
光
地
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
安
心

観
光
・
飲
食
エ
リ
ア
」
を
、

２
カ
所
か
ら
５
カ
所
に
広
げ

る
こ
と
を
発
表
し
た
。
県
は

鋤
日
、
は
わ
い
温
泉
・
東
郷

温
泉
、
皆
生
温
泉
、
若
桜
水

，
ノ
山
の
３
地
域
の
観
光
関
係

者
と
協
定
を
結
ぶ
。

鳥
取
砂
丘
と
大
山
寺
の
２

地
域
と
は
先
行
し
て
８
月
に

協
定
を
結
び
、
ｎ
月
ま
で
に

安
心
エ
リ
ア
宣
言
を
行
っ

た
。
県
に
よ
る
と
、
協
定
の

参
加
店
舗
な
ど
に
は
業
態
ご

と
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底

を
求
め
、
２
週
間
ご
と
に
店

舗
に
相
互
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

も
ら
う
。
県
や
市
町
村
も
毎

月
、
予
防
策
を
点
検
す
る
。

が
最
近
の
流
れ
と
い
え
る
。
 
行
の
改
正
災
害
救
助
法
で
認
る
県
と
ス
ピ
ー
ド
を
壼
視
す

千
葉
市
で
は
上
水
道
料
金
め
ら
れ
た
。
従
来
は
道
府
県
る
政
令
市
の
間
で
は
常
に
同

は
県
、
下
水
道
料
金
は
市
が
か
ら
委
任
が
な
け
れ
ば
政
令
様
の
問
題
が
起
き
る
。

別
々
に
徴
収
し
て
き
た
が
、
 
市
は
避
難
所
や
応
急
仮
設
住
道
府
県
知
事
が
前
面
に
出

双
方
で
協
議
し
昭
年
か
ら
微
宅
を
設
値
で
き
な
か
っ
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た
新
型
．

収
を
一
元
化
し
た
。
ま
だ
場
が
、
政
令
市
が
申
請
し
国
が
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
で
も
政

所
に
よ
っ
て
給
水
事
業
の
主
指
定
す
れ
ば
独
自
に
対
応
を
令
市
に
は
不
満
が
残
る
。
加

体
が
県
と
市
で
逆
い
、
熊
谷
進
め
ら
れ
る
。
す
で
に
仙
台
、
政
令
市
が
あ
る
道
府
県
で
発

俊
人
市
長
は
県
に
経
営
統
合
神
戸
、
熊
本
な
ど
吃
市
が
橋
生
し
た
陽
性
者
の
約
印
％
は

の
協
議
を
呼
び
か
け
る
。
定
を
受
け
た
。
 
政
令
市
に
集
中
す
る
が
、
医

し
か
し
中
長
期
的
に
は
大
き
っ
か
け
は
ｕ
年
の
東
日
療
充
実
な
ど
に
充
て
る
国
の

都
市
に
一
回
の
逆
風
が
吹
本
大
震
災
で
仙
台
市
の
仮
設
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
は
ま

く
。
第
３
次
恢
浜
市
大
都
市
住
宅
建
設
が
遅
れ
た
こ
と
。
 
ず
道
府
県
に
交
付
さ
れ
、
磯

自
治
研
究
会
が
３
月
に
ま
と
 
同
市
は
「
宮
城
県
が
他
市
町
動
的
に
活
用
で
き
な
い
。

め
た
中
間
報
告
。
旧
年
の
将
と
の
均
衡
確
保
を
理
由
に
事
今
後
深
刻
に
な
る
課
題
や

来
人
口
推
計
で
は
人
口
は
灼
務
委
任
せ
ず
善
工
が
遅
れ
都
市
間
競
争
を
見
据
え
て
、

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
。
個
人
た
」
と
し
、
県
は
「
仙
台
市
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
大
都

市
民
税
も
羽
年
度
が
ピ
ー
ク
 
の
用
地
選
定
が
思
う
よ
う
に
市
制
度
を
改
め
て
検
討
す
べ

と
な
る
一
方
、
公
共
施
設
の
進
ま
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
 
き
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

保
全
・
更
新
蜜
は
喝
年
度
か
た
。
広
域
対
応
が
求
め
ら
れ
（
編
集
委
員
 
宮
内
禎
一
）

ら
加
年
間
で
約
２
．
５
兆
円
；
，
．
．
-…
．
！
-１
１
．
．
１
-．
，
，
…
…
…
：
。
--，
．
１
．
１
１
１

に
上
る
。
「
特
別
自
治
市
の
田
村
秀
・
長
野
県
立
大
学
教
授
（
地
方
自
治
）

懸
蛎
華
撫
棚
恥
厳
準
鍔
綱
岬
蝋
鯉
締
》
諦
測

機
動
性
に
ｆ
満
考
鰯
雲
瀧
蕊
蕊
鼈

や
稗
》
枠
一
癖
畢
蹄
》
》
華
叫
》
》
》
》
》
《
州

の
し
か
か
る
。

市
が
道
府
県
に
代
わ
っ
て
救
Ⅱ
邦
場
所
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
き
て

助
の
主
体
と
な
る
「
救
聖
 
税
お
り
『
私
は
ま
ず
は
国
土
政
策
の
問
題
だ
恵

施
市
一
制
度
が
四
年
４
月
施

一
つ
。

島
０
８
２
１
２
４
４
１
１
１
５
５

山
Ｏ
８
６
ｌ
２
２
５
Ｉ
２
Ｏ
７
１

取
Ｏ
８
５
７
ｌ
２
２
ｌ
２
４
６
５

木
村
社
長
は
「
Ｄ
Ｘ
徹
底

に
よ
り
、
見
積
も
り
を
競
い

合
っ
て
き
た
従
来
の
営
業
ズ

｜
タ
イ
ル
か
ら
脱
却
し
た
い
」

｜
と
話
す
。
Ｄ
Ｘ
営
業
に
ま
い

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
約
釦

帷
円
の
売
上
商
を
来
期
（
２

０
２
２
年
５
月
期
）
に
は
２

剖
墹
の
帥
億
円
に
上
積
み
す

る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

（
北
村
順
司
）

山
口
県
、
押
印
を
順
次
廃
止

ま
ず
今
月
中
に
剛
手
続
き
で

山
、
県
の
村
岡
嗣
政
知
奉

は
訂
口
の
記
者
会
兇
で
、
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
、

行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印

を
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
廃

止
す
る
と
発
表
し
た
。
補
助

金
申
誌
な
ど
蝶
の
要
綱
に
基

づ
く
約
１
５
０
０
の
手
続
き

で
は
囮
月
中
に
廃
止
し
、
不

動
産
取
得
税
の
申
告
な
ど
県

の
条
例
に
基
づ
く
約
７
０
０

の
手
続
き
に
つ
い
て
も
２
０

２
０
年
度
中
に
廃
此
す
る
。

県
の
内
部
決
裁
に
お
け
る

押
印
は
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
合
わ
せ
て
廃
止
す

犬
の
が
ん
対
象
抗
体
医
薬

山
口
大
臨
床
試
験
で
効
果
確
認

山
口
大
学
は
訂
口
、
水
野

拓
也
・
共
同
獣
医
学
部
教
授

の
研
究
グ
ル
ー
プ
と
口
本
全

薬
工
業
が
共
同
で
、
犬
の
が

ん
に
対
す
る
抗
体
医
薬
を
世

界
で
初
め
て
開
発
し
た
と
発

表
し
た
。
獣
医
師
主
導
の
臨

床
試
験
に
よ
っ
て
効
果
を
確

た
１
万
人
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
麺
て
に
、
商
品
情
報
や
コ

ス
ト
の
低
減
手
法
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

も
随
時
配
儒
。
だ
れ
が
ど
の

サ
イ
ト
に
入
っ
た
か
を
つ
か

む
こ
と
で
、
メ
ー
カ
ー
の
ニ

ー
ズ
を
い
ち
は
や
く
把
握
し

取
引
に
つ
な
げ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
は
木
村
雅
昭
社
長
自
ら

認
し
た
。
研
究
成
果
は
米
科

学
誌
「
胃
冒
三
一
言
一
一
こ

つ
『
房
」
に
掲
載
さ
れ
た
。

開
発
し
た
の
は
、
脆
焔
を

攻
盤
す
る
リ
ン
パ
球
の
活
動

を
抑
制
す
る
分
子
（
免
疫
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
分
子
）
を

ブ
ロ
ッ
ク
し
、
リ
ン
パ
球
の

人
口
減
・
災
害
対
応
膨
ら
む
負
担

鬮
錨
驚
靭
；
市
甲
 
田
凹

大
型
の
鋼
材
や
加
工
品
を

求
め
る
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て

「
何
で
も
そ
ろ
い
、
急
ぎ
の

注
文
に
も
即
応
す
る
サ
イ

ト
」
を
提
供
し
、
多
く
の
見

込
み
客
を
呼
び
込
む
こ
と
が

同
社
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
手
法
の
第
１
段
階

だ
。
同
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
て
き
た
ユ
ー
ザ
ー
が
「
ど

ん
な
商
品
を
探
し
た
か
、
ど

れ
ほ
ど
洲
べ
て
い
た
か
」
を

把
握
し
、
「
脈
あ
り
」
と
判

断
し
た
ユ
ー
ザ
ー
に
ピ
ン
ボ

イ
ン
ト
で
セ
ー
ル
ス
す
る
。

そ
の
切
り
札
と
し
て
Ⅲ
月

半
ば
に
開
設
し
た
サ
イ
ト
が

「
機
械
加
工
調
達
ナ
ビ
 
Ｍ

ｅ
ｔ
ａ
ｌ
Ｎ
ａ
Ｙ
１
（
メ
タ

ナ
ビ
）
」
だ
。
大
型
の
鋼
材

分
野
で
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
サ
ー
ビ
ス
で
、
材
料
調
達

か
ら
加
エ
、
組
み
立
て
、
納

品
ま
で
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
一

画
対
応
で
き
る
。
納
期
・
価

格
を
殻
定
し
て
も
ら
え
ば
、

す
ぐ
に
適
し
た
鋼
材
や
加
工

品
を
提
案
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
複
数
の
社
か
ら
見
識
も

り
を
集
め
て
資
材
を
調
達
す

る
よ
り
、
手
間
や
時
間
を
省

け
る
メ
リ
ッ
ト
や
、
部
品
の

組
み
立
て
ま
で
対
応
す
る
点

も
ア
ピ
ー
ル
し
て
幅
広
い
分

野
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
呼
び
込

む
考
え
だ
。

集
ま
っ
た
ア
ク
セ
ス
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
動
作
を
点

数
化
す
る
。
例
え
ば
、
会
社

情
報
の
参
照
は
１
点
、
資
料

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
３

点
な
ど
と
し
て
、
合
計
４
点

以
上
な
ら
「
取
引
可
能
性
あ

り
」
と
み
て
セ
ー
ル
ス
を
か

け
る
。
こ
う
し
て
「
ハ
ズ
レ
」

の
少
な
い
営
業
手
法
を
築
く

こ
と
を
め
ざ
す
。

名
刺
交
換
な
ど
で
蓄
稿
し

が
主
導
す
る
。
「
便
利
な
も

の
が
あ
れ
ば
人
は
集
ま
る
」

と
の
考
え
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
前

か
ら
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
を
進

め
て
き
た
。
ビ
デ
オ
会
議
シ

ス
テ
ム
「
ズ
ー
ム
」
を
活
用

し
た
営
業
も
い
ち
早
く
取
り

組
ん
で
き
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

Ｆ
で
先
行
メ
リ
ッ
ト
が
生
き

た
と
い
う
。

す
る
方
が
ベ
タ
ー
だ
。

地
方
自
治
は
地
道
な
も
の
だ
。
確
か
に
大
都

市
は
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
よ
り
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
一

汀
仏
Ｏ
８
Ｒ
ｘ
こ
１
２
１
←
ク
』
１
９
８

﹇
ｕ
０
８
句
）
１
９
２
ク
』
１
１
１
６
７

１
．
９
- 
Ｐ
唾
Ｕ
ロ
・
。
■
画
二
垣
毎
ｍ
南
壼
房
舞
診
『
蕃
尹
』
、
〃
６
曇
■
細
面
■
壷
固
唾
毎
マ
コ
瞳

『

言
ｌ
■
紺
ｎ
句
口
完
固
守
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大都市課題先進地に
大都市には様々な課題が集中している
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